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注）現況分析結果の「優れた点」及び「特色ある点」の記載は、必要最小限の書式等の 

統一を除き、法人から提出された現況調査表の記載を抽出したものです。 
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学部・研究科等の研究に関する現況分析結果（概要） 

 

学部・研究科等 研究活動の状況 研究成果の状況 

教育学部、教育学研究

科 
【２】 相応の質にある 【２】 相応の質にある 

教育実践研究科 【２】 相応の質にある 【２】 相応の質にある 
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１．教育学部、教育学研究科 
 

（ 分析項目Ⅰ 研究活動の状況 ･･･････････････････････ 4 ） 

 

（ 分析項目Ⅱ 研究成果の状況 ･･･････････････････････ 4 ） 
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分析項目Ⅰ 研究活動の状況 

 

〔判定〕 相応の質にある 

 

〔判断理由〕 

研究活動の基本的な質を実現している。 

 

〔特色ある点〕 

○ 教育、研究、地域貢献の機能を最大限に発揮するために、キャリア開発、キ

ャリア育成、キャリア高度化の３つの柱から構成される「教職キャリアセンタ

ー」を再編し、「チーム学校」に必要な学校教職員の質向上を不断に行う研究

組織である教育支援専門職研究部門をキャリア開発領域に設置した。研究部門

には、年俸制を適用した若手研究者を公募し、配置している。 

 

 
分析項目Ⅱ 研究成果の状況 

 

〔判定〕 相応の質にある 

 

〔判断理由〕 

優れた研究業績を増やしていく必要があるものの、学術的に卓越している研究業

績、社会・経済・文化的に卓越している研究業績が、それぞれ、２件、２件との評価

を受けており、現況分析単位の目的・規模等を勘案し、相応の質にあると判断した。 
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２．教育実践研究科 
 

（ 分析項目Ⅰ 研究活動の状況 ･･･････････････････････ 6 ） 

 

（ 分析項目Ⅱ 研究成果の状況 ･･･････････････････････ 6 ） 
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分析項目Ⅰ 研究活動の状況 

 

〔判定〕 相応の質にある 

 

〔判断理由〕 

研究活動の基本的な質を実現している。 

 

〔特色ある点〕 

○ 教育実践研究科と教職キャリアセンターが核となって、愛知県教育委員会及

び名古屋市教育委員会と連携して、「愛知教育大学教員研修連絡協議会」を設

置し、『「学び続ける教員像」の確立に向けた研修体制・研修プログラムの開

発・実施』プロジェクトに取り組んでいる。 

 

 
分析項目Ⅱ 研究成果の状況 

 

〔判定〕 相応の質にある 

 

〔判断理由〕 

社会・経済・文化的に卓越している研究業績が、１件との評価を受けており、現

況分析単位の目的・規模等を勘案し、相応の質にあると判断した。 

 

 

 

 


